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 橋本　惠 　名誉教授　略歴・業績 
 略　　歴 
 
1948 年 5 月 10 日 愛知県に生まれる 
 1972 年 3 月 南山大学外国語学部英米科卒業 
 1975 年 3 月 名古屋大学大学院文学研究科修士課程修了 
 1979 年 3 月 名古屋大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学 
 1983 年 9 月 ケンブリッジ大学大学院英文学部中途退学 
 1976 年 4 月 南山大学外国語学部英米科助手（1979 年 3 月まで） 
 1979 年 4 月 南山大学外国語学部英米科講師（1985 年 3 月まで） 
 1985 年 4 月 南山大学外国語学部英米科助教授（2000年 3月まで） 
 2000 年 4 月 南山大学外国語学部英米学科助教授（改組による学
部所属変更（2004 年 3 月まで） 
 2004 年 4 月 南山大学外国語学部英米学科教授（2017年 3月まで） 
 2017 年 3 月 南山大学退職 
 2017 年 4 月 南山大学名誉教授 
 学　　会 
 日本英文学会会員（1972.4 ～現在に至る） 
 日本英文学会中部支部会員（1972.4 ～現在に至る） 
 日本シェイクスピア学会会員（1983.12 ～現在に至る） 
 中部シェイクスピア研究会会員（1983.12 ～現在に至る） 
 名古屋大学英文学会会員（1972.4 ～現在に至る） 
［ vi ］
 日本現象学会会員（1981.4 ～現在に至る） 
 業　　績 
 〈著　書〉 
 1 ． My Cambridge ［共編著］（あぽろん社，1984），63pp. 
 2 ． Signs of  Cleopatra 『記号としてのクレオパトラ』［共編著］（英宝社，1994），
39pp. 
 3 ．『 性 を 装 う 』（Stephen Orgel,  Impersonations: The Performance of  Gender in 
Shakespeare’s England , Cambridge UP, 1996）［共訳］（名古屋大学出版会，
1999），266pp. 
 4 ．『世紀末のシェイクスピア』［共著］（三省堂，2000），373pp.（pp. 25 ― 40） 
 5 ．『現象学運動』上・下［共訳］（世界書院，2000），（担当：下巻第 3部 4
～ 6章，pp87 ― 354） 
 6 ．『クレオパトラという記号―歴史，ポリティクス，表象』［共訳］（あり
な書房，2003），276pp. 
 〈学術研究論文〉 
 1 ．“A Ruby and a Drop of  Silver―Momentary Reality in To the Lighthouse”［単著］『ア
カデミア』文学・語学編 24 号（1977/02）pp. 1 ― 13 
 2 ．「意識と空間の詩学　Mrs Dalloway の部屋」［単著］『アカデミア』文学・
語学編 25 号（1978/02）pp. 99 ― 124 
 3 ．「ヴァージニア・ウルフの〈空間の詩学〉―Jacob’s Room 論」［単著］『中
部英文学』V 号 
 4 ．「パストラル解釈としてのパストラル」［単著］『アカデミア』文学・語
学編 28 号（1980/06）pp. 1 ― 16 
 5 ．“Virginia Woolf ’s Theory of  Reception”［単著］ Analecta Husserliana Vol. XVII
［ vii ］
（1984/01）pp. 339 ― 346 
 6 ．「自己成型としての冒険物語」［単著］『アカデミア』文学・語学編 64号
（1998/03）pp. 417 ― 435 
 7 ．「ジェンダーと歴史　フェミニズム / ジェンダー批評と文化研究の展開」
［単著］『アカデミア』文学・語学編 66 号（1999/03）pp. 523 ― 544 
 8 ．「スティーブン・オーゲルの批評的立場」［単著］『性を装う』（解説論文）
所収（1999/06）pp. 215 ― 223 
 9 ．「自己成型としての冒険物語―迷宮の騎士あるいは騎士の迷宮」［単著］
『アカデミア』文学・語学編 67 号（1999/09）pp. 449 ― 472 
 10．「空間形象に見る寓意的対比―「神聖の館」と「高慢の館」」［単著］『ア
カデミア』文学・語学編 68 号（2000/03）pp. 147 ― 164 
 11．「空間形象にみる寓意的対比―「神聖の館」と「高慢の館」―承前」［単
著］『アカデミア』文学・語学編 69 号（2001/01）pp. 81 ― 105 
 12．「〈クレオパトラ〉を読む―表象のポリティックス」［共著］『クレオパ
トラという記号―歴史，ポリティクス，表象』（2003/01）pp. 255 ― 265 
 13．「寓意的核としての空間形象―『妖精の女王』第一巻「神聖の館」―」［単
著］『アカデミア』文学・語学編 73 号（2003/01）pp. 21 ― 55 
 14．「『妖精の女王』第六巻の物語構造」［単著］『アカデミア』文学・語学
編 74 号（2003/06）17pp. 
 15．「騎士の退場と再登場」［単著］『アカデミア』文学・語学編 76 号（2004/06）
20pp. 
 16．「ソネットの系譜―その英国化」［単著］『アカデミア』文学・語学編 79
号（2006/01）10 pp. 
 17．「模倣と創造」［単著］『アカデミア』文学・語学編 82 号（2007/06）pp. 
31 ― 42 
 18．“Self-Fashioning in The Red Cross Knight: Book One of  The Faerie Queene”［単
著］ Ivy Never Sere: The Fiftieth Anniversary Publication of  the Society of  English Literature 
［ viii ］
and Linguistics, Nagoya University （2009/03）pp. 3 ― 16 
 19．「英国の聖ジョージ伝説」［単著］『アカデミア』文学・語学編 92 号
（2012/06）pp. 43 ― 54 
 20．「「聖ジョージによる龍退治の伝説」の変遷―帝国主義および植民地主
義から多文化主義へ」［単著］『アカデミア』文学・語学編 93 号（2013/01）
pp. 13 ― 33 
 21．「1950 年代のファンタジー」［単著］『アカデミア』文学・語学編 97 号
（2015/01）pp. 167 ― 174 
 22．「表象としての森―A. A. Milne の『クマのプーさん』，『プー横丁にたっ
た家』における考察」［単著］『アカデミア』文学・語学編 96 号（2014/6）
pp. 1 ― 20 
 23．「Tom’s Midnight Garden における時間と空間」［単著］『アカデミア』文学・
語学編 98 号（2015/06）pp. 1 ― 25 
 24．「The Children of  Green Knowe について―孤独から帰属へ―」［単著］『アカ
デミア』文学・語学編 99 号（2016/01）pp. 145 ― 154 
